
平成２６年度一般会計補正予算（第６号）最終専決の概要

県税の増収や地方交付税の確定等により歳入を補正するとともに、退職者の確定に伴う退

職手当等を減額します。これらにより生じた財源は、今後本格化する県有施設の計画的保全

に備え、県有施設整備基金に積み立てます。

【最終専決額】 １，０６９百万円

累 計 ５７０，５７５百万円（対前年度最終 ▲１．５％）

※２５年度最終予算額 ５７９，２４５百万円

【歳 入】

○県 税 ９００百万円

※当初予算額 １０４，５００ → ３月現計１０７，６００ → 最終１０８，５００百万円

○地方交付税 ４３５百万円

※当初予算額 １７１，４００ → ３月現計１７４，３６３ → 最終１７４，７９８百万円

○県 債 ▲３３６百万円

※当初予算額 ７７，２８３ → ３月現計 ７０，４１３ → 最終 ７０，０７７百万円

○その他歳入 ７０百万円

【歳 出】

○退職手当 ▲７９１百万円

○県有施設整備基金積立金 ２，０００百万円

○予備費 ▲１４０百万円

【財政調整用基金残高】

２６年度末見込み： ４３１億円（高度化指針目標 ３５８億円 ＋７３億円）

【県債残高】

２６年度末見込み：１兆４９４億円（高度化指針目標 １兆６１１億円 ▲１１７億円）

臨時財政対策債除き：６，８３３億円（高度化指針目標 ７，０２０億円 ▲１８７億円）



平成２６年度一般会計補正予算（３月３１日付け専決）

財 政 課

１ 最終専決額 １，０６８，８３２千円

２ 累計予算額 ５７０，５７４，９０８千円

３ 歳入項目

・県税 ９００，０００千円

・地方交付税 ４３５，２３３千円

・県債 ▲３３６，０００千円

・その他歳入 ６９，６８６千円

４ 歳出項目

・退職手当 ▲７９１，２６３千円

・県有施設整備基金積立金 ２，０００，０００千円

・予備費 ▲１３９，９０５千円


